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多様性を認め合い、非暴力を基にして人々がやさしく共生していける地域社会をめざし活動しています。
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2022 年度　子どもの権利条約フォーラム
沖縄での様子…

ガラス工房

火起こし体験
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◎ C
キャップ

AP 広場ワークショップ
　子どもがあらゆる暴力から身を守るための教育プロ
グラム、CAP のワークショップを行いました。今回は、
境界線（バウンダリー）のことも話していただきました。
アンケート抜粋
・自分にも寝る権利があるんだと再認識できました！
・自分の気持ちに名前をつけてお話しできて気持ちが整
理できて少し楽になった気がします。家でも心がけて
やってみようと思います。
・こころと身体の境界線を赤ちゃんの時から学んでいる
ということを聞いて大事だと思いました。お風呂に入っ
ているときに体の名前を教えてあげようと思います。

2022 年度も、さまざまな講座を実施しました。

子育てひろばからりんは、一周年を迎えました。

1 周年記念イベントの「ゆびえのぐ」や「インスタ風フォトパネル」でお祝いしました！

２０２３年度は、時間制限も予約制もなくなり、徐々に以前の広場のかたちに戻っていきます。

利用人数も増えますので、広場をリニューアルし、少し広くなりました。

ぜひ遊びに来てくださいね！

◎オレンジの会
　いつも楽しいオレンジの会さんの読み聞かせは子ども
たちもノリノリです！工作にパネルシアターに、アドバ
イザーも楽しませていただいています。

◎子育てのツボ
　昨年度も人気のあった子育て講座です。非認知能力を
育てる５つの原則と 10 のスキルをお話ししていただき
ました。今回も時間が経つにつれ、みなさんぎゅうっと
集まって話をされていました。
アンケート抜粋
・イライラする子どもの行動はなかなか変えられないの

・子どもの権利について学ばせ
て頂くなかで、一人の人格とし
て大切な存在でしっかり小さい
うちから向き合うことが大切な
んだと強く思うことができま
す。日々の子育ての中で活かせ
ていければ良いなと思います。

で、まず「自分を大切にする」ということから心がけて
いこうと思いました。
・「ささいな問題行動は無視」という言葉にグサッとき
ました。
無視していいんだと思うと少し楽になる気がします。自
分を大切にして、子どもたちとの関係をもっと大切に過
ごしていきたいです。
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　毎月、どれをしよう？これしようかと決める工作。
粘土で手型はうまく手型足型をつけれなくてアドバ
イザーとママは試行錯誤！紙コップで作る宝石箱は、
光を当てるとキラキラいろんな色が映し出されます。
他にもオリジナルバッグは個性的なかわいいバッグ
が出来上がりました。
　チャレンジしたい工作があれば、ぜひアドバイザー
に伝えてくださいね。

2022 年度の工作です。

◎ベビーダンス
　抱っこ紐で抱っこしながらステップを踏んでダンス！
なかなかハードでしたが、体を使ってリフレッシュで楽
しい時間でした。そして子どもたちはスヤスヤと眠りの
世界へ…

◎看護師相談
　冬の感染症について、お
話していただきました。
受診のタイミング、気を付
けるポイントなど。

◎ことばのおはなし
　ことば音楽療法士の方にお話していただきました。発

語の促し方や接し方を
ピアノで、歌で、様々
な方法で教えてくださ
いました。子どもたち
も興味津々で参加して
くれました。

　ZOOM お楽しみ会では、パネルシアターや絵本を読
んだり、ZOOM から覗いてくれる方も少しですが増え
てきました。防災訓練では基本の訓練以外に、防災食を
親子で体験してもらいました。他、親子ではぐはぐたい
む、保健士相談、保育士相談等、たくさんの講座を実施
しました。からりんと地域のつながりも増えつつありま
す。と同時に、たくさんの親と子どもの支援に関わって
る方の講座も増やしていければと思います。2023 年度
の子育て広場からりんをよろしくお願いします！

ZOOM お楽しみ会ZOOM お楽しみ会

保健士相談保健士相談

防災訓練防災訓練

防災食親子でチャレンジ防災食親子でチャレンジ

キラキラ宝石箱キラキラ宝石箱オリジナルバッグづくりオリジナルバッグづくり

春のリースづくり春のリースづくり

紙粘土で手形
紙粘土で手形

親子ではぐはぐたいむ
親子ではぐはぐたいむ

毎年恒例！小さい手足の型の

可愛さに癒されます…

クリスマスオーナメントづくりの様子
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幼児生活応援クラス

どのこも
みんな
そだつ

どのこも
みんな
そだつ

2022 年度

　2022 年度のどみそランドもたくさんのご協力を頂き
ながら、無事に 3 月に終了しました。
　スタートした頃には、保護者と離れたくなくて泣いて
いた子どもたちが嘘のように、元気にバイバイするよう
になり、散歩や製作、絵の具遊び、季節の遊びなど、た
くさんのことをみんなで体験しながら過ごしました。
どみそランドでは毎回、子どもたちが秘めている計り知
れない力を感じました。『今日は何する？』の声掛け一
つで、何もない空間から色んな物を使って、運動遊びや
おままごとなどに発展する発想力だったり、苦手なこと
に挑戦する勇気だったり！言い出すと止まらないぐらい
子どもたちはいつも全力で、それぞれの力で進もうとし
ています。
　おとなの私たちも子どもたちの姿を通して、たくさん
成長させてもらいました。みんなほんとにスゴイ！固定
観念や決めつけのない、心の豊かな姿に感動をもらって
きました♪みんなのお陰で私たちも楽しく、そしてワク
ワクしながら過ごさせてもらったよ (*^^*)
　子どもたち同士で関わる中で、悔しかったり楽しかっ
たり誰かの真似をして自分も挑戦してみたり…と、一緒
に過ごすメンバーが仲間だったり時にはライバルだった
り！！どみそランドでは、子どもたちが色んな事を経験
する中で 記憶に残らなくても心に残る体験ができるよ
う、そしてその体験が一人ひとりの中で自分の自信につ

『一年間、親子ともにとってもいい時間を過ごさせてもらいました。どみその先生、お友達が大好きになって、
毎週水曜日を楽しみにしていました。そのおかげもあり、笑顔で子ども園生活をスタートできそうです！　　T』

『離れる時は何ヶ月か泣いていたのに、いつの間にか泣かなくなり、毎週行くのが楽しみになっていました。
温かく見守って下さり、お友達もできて、親子共々楽しく過ごすことができました。　ペンネーム Y』

『娘は週に１回のどみそを毎回楽しみに通っていました。
それまであまり周りのお友だちに興味が無かったのですが、いろいろな活動を通して友だちと一緒に遊ぶこと
の楽しさを知ることができました！　Ｙ . Ｓ』

ながるようサポートし、見守り続けていきたいと思いま
す (*^^*) これからも、みんなが持っている素敵な羽
根を思いっきり羽ばたかせていってね☆
　そして 2023 年度もいよいよスタートしました。子ど
もたちと過ごす中で、どんなクラスになっていくのか、
これからすごく楽しみです (*^^*)

2022年度いただいた感想
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2022 年度★居場所事業

子ども・子育てに関わる大人の居場所

よって木
10 代の居場所

ちゃぽん
Cyapon

　2022 年度から新たにスタートしました。「不登校 発達の
あれこれ こどもを育てる人たちの おしゃべり会」。こども
の心配事は尽きません。初参加の多くの方は涙しながらこど
もの話をしてくれます。当事者にならないと、このしんどさ
は分からないものです。第一回目はたくさんの参加者がいて、
こんなにもこどもの不登校や発達で悩んでる人が多いのかと
驚かされました。個々の場所では少数派の私たちも、集まっ
て共有すれば、情報がたくさん出ます。こうして時々集まっ
て、しゃべって知って安心できる。ひとつの居場所になれば
いいなと思います。
　毎月１回の開催です。時には ZOOM でも開催してます。
初回のみ受付してます。気になる方は KARALIN にメールし
てくださいね。

　よって木では常にのんびりとした時間が流れていま
す。一人で、時には友達と、ふらっと立ち寄って、こど
ものことや困りごとなど、何気ない話もします。毎回よっ
て来てくれる方とは、次回の約束なんてものもしてみた
り。自分も相手も尊重できて権利が守られる場所であり
たいと心掛けています。
　ちゃぽんでは 2022 年度からこども食堂が再開しまし
た。おにぎりと少しのおかずとお味噌汁を出してます。
16 時からは小学生低学年のこども達が多く来ます。お
やつにおにぎり食べて 17 時頃には帰ります。残った少

2023 年度も毎週第３金曜日に開催してます！

6/16・7/21・8/18・9/15・10/20・11/17・12/15　（2024 年）1/19・2/16・3/15

●よって木 10：00 ～ 15：00　●ちゃぽん 16：00 ～ 19：00

詳しくは KARALIN のホームページを御覧ください。

し大きい人達は 19 時まで、カードゲームをしたりお話
ししたり、自由な時間を過ごします。ある時はお世辞に
も広いとは言えない KARALIN で、室内サッカーを楽し
む姿もありました。危ないなぁと思う反面、どんな時で
もアイデアが溢れてるこどもの遊ぶ力ってすごいなぁ～
と羨ましく思ったりも。こどものやりたい事をひとつず
つ、こども主体で手助けしながら叶えていきたいです。
　よって木とちゃぽんの 2022 年度は人権活動支援事業
の助成金で運営しました。今年度も KARALIN らしい居
場所づくりを継続していきたいと思います。



6

からりんレター 17

～ワークショップ報告 2022 ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ＲＥ：プログラム～「いじめ」をちょっとでもなくしたいプログラム～

■みんな活き活きプログラム（デートＤＶ予防）

八尾市立北山本小学校　　教職員研修　　　          18 人
八尾市立北山本小学校　  １校（５年生 1 クラス）　 23 人　

姫路市立中学校　　14 校　　　　　
八尾市立中学校　　2 校　
堺市立中学校 　　 １校　　合計 17 校　59 クラス

■ＨＡＰＰＹタイム
東大阪市児童養護施設　　高学年　5 回 　　のべ 34 人
　　　　　　　　　　　　低学年　5 回       のべ 31 人    合計　のべ 65 人

　「デートＤＶ予防」って聞くと、小学生にはまだ早い
のでは？と考える人もいるかもしれません。しかし、
子どもたちは成長する過程で、性別によるジェンダー

（「男は強く」「女はやさしく」などの性役割規範）に強
く影響され、その【すりこみ】によって、自分自身や
周りの人を傷つけて関係性が悪化していく現状があり
ます。ワークショップでは学年が上がるにつれて、「嫌
われたくないから…」と感情を表現しない子や、「だっ

　毎年、月に一回、低学年と高学年を交互に会い行っています。
一緒に気持ちカードを使って話したり、工作をしながら自分の好き
なものを探してみたり。
　毎回、「気持ち・境界線・ジェンダー・多様性」などの様々なテー
マを子どもたちの年齢や発達に合わせて一緒に話していきます。日
によって様々な表情を見せてくれる子どもたち。感情も大きく動い
ていきます。これからも一緒に育っていきたいと思います。

※参考資料 「⼦ども情報ステーション」より

て男やから（女やから）…」と性別に捕らわれて、刷
り込まれた “普通” になるために頑張っている子に多
く出会います。

RE ： プログラム案内

デートＤＶ予防案内

　子どもたちが『自分らしく』主体
的に強くやさしく生きていくために
はどうしたらいいか、これからも子
どもたちと一緒に学び続けていきた
いと思います。

　「RE：プログラム」は中学生向けのいじめ防止プログ
ラムで、毎年、兵庫県姫路市や八尾市の中学生に届けて
います。「いじめ」はこころの問題ではなく構造（しくみ）
の問題と捉え、子どもたちの幸せに生きる権利を奪うも
のだと人権教育の視点にたったプログラムです。
　ワークショップ形式なので、普段はあまり発言しない
子が積極的に発言してくれたり、自分なりにメモをとっ

てくれたり…と、違う一面を見せて
くれる子もいました。
　「他人ごと」では済まされない現
実を生きている子どもたち。自分を
大切にすることとはどういうことな
のか、これからも一緒に考えていき
たいと思います。
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イベント報告
■ KARALIN「こども参加」プロジェクト
　コロナ禍の日常も少しずつ変わりはじめ、あちこちで
イベントを再開されるようになりました。
　これまでたくさんのガマンをしてきた子どもたち。子
どもたちが主体的に参加できる機会が少なかったように
感じます。そこで、KARALIN では「子ども参加」プロジェ
クトを開催しました！

●子どもの権利　なんでやねん！すごろく
　2022 年 7 月 22 日（金）14 時～ 16 時　　
　子育てひろばからりんにて

　子どもたちの「なんでやねん」がスゴロクになった
『なんでやねん！すろごく』。遊びながら、自分の中の
モヤモヤが言葉になって出てきて、みんなも「そう、
そう！」と盛り上がっていきます。子どもたちと一緒
にすごろくをすると、子どもの声を聴くってどういう
ことか、子どもが安心して過ごせるためには何ができ
るかなど、改めて考える機会となりました。

●こどもミニまつり
　　2022 年 8 月 11 日（木・祝）16 時～ 18 時
　　子育てひろばからりんにて

　久々に KARALIN でおまつりができました！少し涼

●こどもふろしきマーケット
　➀店開きワークショップ
　　2022 年 8 月 27 日（土）10 時～ 12 時
　　八尾市青少年センターにて

　ふろしきマーケットは子どもが自分で企画し、商
品の仕入れから出店料、看板作りまでしていきます。
　この日は「どんなものを売る？」「看板を作ってみ
よう！」と大人のサポートを受けつつも主体的に進
めてくれました。みんなとっても素敵な看板が出来
上がり、後は本番に向けて各自で準備していきます。

②本番！「ハッピーカラーマルシェ」にて
　2022 年 9 月 24 日（土）10 時～ 16 時
　北本町第１公園（パンダ公園）にて
　いよいよ本番！朝早くから、各自で準備してきた
ものを店頭に並べていきました。お客さんは来るか
な？とドキドキしたのもつかの間、お客さんに自分
から交渉している姿は頼もしく見えました。
　この日は、KARALIN ブースでは「子どもおしご
とブース」を設け、多くの子どもたちがチャレンジ
してくれました。

●やお PLAYDAY2022
　2022 年 11 月 20 日（日）10 時～ 14 時
　久宝寺緑地　あいあい広場

　11 日 20 日は「世界子ど
もの日」。八尾でも何かしよ
う！と準備していたのです
が、残念ながら雨天中止と
なってしまいました。です
が、2023 年再チャレンジし
ます！お楽しみに♪

■「八尾やけど来て来て来て～」に参加しました！
　2023 年 3 月 12 日（日）10 時～ 16 時
　城正会筋商店街と買い物公園にて

　いいお天気で、たくさんのお店
が並び、おいしい匂いも漂う中、
子どもの権利クイズラリーや糸掛
けワークショップを行いました。
団体の宣伝もしつつ、子どもたち
と話しながらいろんな模様を作っ
て楽しめた一日でした！

しくなりかけた夕方の時間
に、みんな遊びにきてくれ　
ました。コロナ禍でおまつ
りに行けなくて「初めて浴
衣着せれた～」という保護
者も。こらからも色々と楽
しみしょうね！
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　いままで通りのプリズムホール（八尾市文化会館）

で 2 日間の開催は３年ぶりでした。

　KARALIN は、CAP プロジェクトやおのメンバーと

一緒に、子どもの権利を基盤にして子どもの遊びブー

スを担当しています。今年は「ゆめパのじかん」映画

上映会も企画していることもあり、「こどもゆめパーク

in やお」と名づけて、たくさんの子どもたちと遊びを

楽しみました。

　2 校の八尾市立小学校の３年生の子どもたちも遊び

に来てくれ、午前も午後も大賑わいでした。子どもの

権利カルタで盛り上がったり、子どもの権利どんぐり

投票では真剣に考えたり、プラバンを一生懸命作った

り。川崎市こども夢パークに因んで「みんなはどんな

遊び場ほしい？」をテーマに子どもたちの声も集めま

した。輪投げや的当てでは自分たちでルールを作って

上手に遊ぶ子どもたちの姿が印象的でした。

～ネットワーク事業報告 2022 ～　
■ひゅーまんフェスタ 2022…11 月 18 日（金）・19 日（土）

　12/16（金）プリズムホール（八尾市文化会館）にて、
今年は対面での開催となりました。昨年の動画配信も
良かったんですが、人が集い、生の音色や歌声が聴け
るのもやっぱり良かったです♪
　KARALIN メンバーは、毎年、平和を願う仲間と⼀
緒に『CAPKARA ねっと』という名前でハンドベル演
奏をしています。今回は沖縄 100 周年という記念の
年だったので、沖縄の「島唄」にチャレンジしました。
練習不足もあって、残念ながら悔いの残る演奏になっ
てしまいましたが、他の皆さんの演奏を聞いていると、

■せじ～ん 74（世界人権宣言記念フェスィテバル）

そんな気持ちも忘れてしまうほど楽しい時間となりま
した。
　さぁ次回はどんな曲がいいかな～♫

　小学生が帰った後は、小さい子から大人の方々まで、

沢山の方も楽しんでくれたようでした。

　2023 年は、11 月 10 日（金）・11 日（土）、プリ

ズムホール（八尾市文化会館）で開催の予定です！

　どんなブースになるかお楽しみに♪一緒に企画した

り、お手伝いしてくれてる方も募集しま～す (#^^#)



9

からりんレター 17

「遊び」は子どものごはんです。　

松田直美

　遊びを通して、子どもの体や心、社会性や感情など

が発達し、創造性や想像力が育ちます。また遊ぶこと

によって、意見表明する力を自然に身につけていきま

す。大人も子どもも遊ばないとストレスがたまります。

というか、遊ぶからストレスや不満を解消できるので

す。ところがいま、子どもの生きる社会はどうなって

いるでしょうか？

　学業が過剰に重視され子どもの自由な時間が減り、

家庭生活には時間の制約があり、デジタルメディアの

発達で簡単にアクセスでき、交通事情や犯罪、気候変

動が安全を脅かします。こうして外で遊ぶ時間と機会

は減少し、子ども同士のコミュ二ケーションやさまざ

まな体験の機会がなくなっています。

　小学生と接していると、自分に自信を持てなくて、

過度に失敗を恐る様子を感じます。身近な遊びの中で

成功体験がないんだろうなとおもいます。砂場で山を

つくるとか、穴を掘るとか。それを仲間と一緒にやる

とか、たまにはもめるとか、仲直りするとか。遊びは

自己表現そのものではないかと思います。自然とその

中で自己肯定感も生まれる気がします。

　年齢に応じて、遊びの場に大人や年上のサポーター

が必要な時もあるでしょう。そういった場所はもう、

地域の中には失われていると自覚しなければなりませ

んよね。その上で子どもの遊びを権利として保障しな

ければいけないのです。

　この権利を市が条約で保障し、こどもの遊び場や休

息の場を日本で最初に作ったのが、川崎市子どもゆめ

パークです。なので、「さとにきたらええやん」で、居

場所を撮った繁江監督の２作目の映画がゆめパークを

舞台にした「ゆめぱのじかん」。八尾で上映会をしたい

とおもっていたら、八尾市人権協会の協力で上映の運

びとなり、あんまり宣伝もしていないのに、たくさん

の方々が観にこられました。ゆめぱの中では、子ども

たちはそれぞれの自分の時間をすごし、取り戻し、見

つけていきます。大人も一緒です。遊ばないと、休ま

ないと元気に生きれない。遊ばせないっていうのは、

ご飯食べさせないのといっしょなのよ。本当に再確認。

　それが後押しとなって、11 月のプレイデイ の企画

につながっています。2022 年は、雨で中止になりま

したが、2023 年も企画が決まっています。6 月 18 日・

11 月 19 日は久宝寺緑地で、プレイデイ 2023 を開催

します。仲間がいっぱい集まりますように！ご協力よ

ろしくお願いします。

10:30~15:00
2023.6.18(SUN) 雨天中止

At  久宝寺緑地  ウェルネス広場

八 尾 で ま じ め に 遊 ぶ １ 日

2023

共 催 ： 都 市 公 園 久 宝 寺 緑 地 指 定 管 理 共 同 体  

（ あ い あ い 広 場  南 の 新 エ リ ア ）

子どもの権利条約３１条

1　締約国は、休息及び余暇についての児童の

権利並びに児童がその年齢に適した遊び及びレ

クリエーションの活動を行い並びに文化的な生

活及び芸術に自由に参加する権利を認める。

2　締約国は、児童が文化的及び芸術的な生活

に十分に参加する権利を尊重しかつ促進するも

のとし、文化的及び芸術的な活動並びにレクリ

エーション及び余暇の活動のための適当かつ平

等な機会の提供を奨励する。
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スンとして DESC 法のシートから気持ちに向き合い、整理し
ながら具体的に考えてみました。
☆ D(Describe) 状況説明…客観的事実  事実を事実として 
☆E(Explain  Express)私の感情…1人称で感じたこと(感情)  
☆ S(Suggest) 私の欲求…〜して欲しい、〜したい  
☆ C(Choice) 選択肢…もし Yes ならば、もし No ならば 
　表に書き込んでいくと事実や気持ちが見える化できて、わ
かりやすかったです。気持ちの整理が難しいときはより有効
な気がしました。　 
　 
　ほかにもこちらからの質問にアドバイスをもらいました。 
○子どもがパニックになって言うことが伝わらなく反する行
動をしたり、強く暴言を発した時には、ギャオスになっても
いいし、やり直しはできると思って向き合うといい。感情に
名前をつける…不安やったね。嫌だったね。また、相手に自
分の感情を伝える…自分も怖かったよ。びっくりしちゃった。
逃げちゃった。そばにいるよ。と言うといい。 
○保護者が支援者の対応に納得できず怒りを持って話された
時には、DESC 法を使う。保護者、子ども、自分のことを書
いてもらう。根っこにはおそれや不安があり、まずは不健康
な部分に対処する。 
○支援者が子どもや先生や保護者のしんどさを聴いてしばら
く引きずってしまう時には、無力を認める。引きずってしま
う自分を正直に認める。もえつきると自分や家族をこわす。
自分はできると酔っていることもある。できない事はできな
いって伝える。できることの限界の中でできることをする。 
　自分の中にギャオス・おどおど・むっつり・アサーティブ
の 4 つがいる。それは思春期のような感情の揺れるもの。で
きればアサーティブと仲良く いることが健康でいられると
話されていました。 
　今回の学びの中で、自分の気持ちのセルフケアーにつきる
なぁと思いました。ネガティブな自分の気持ち・相手の気持
ちを受け入れることが苦手ですが、ただシンプルに受け入れ

　3 月 5 日に東京町田市の特定非営利活動法人 TEENSPOST  
( ティーンズポスト ) の八巻香織さんをお迎えしオンライン
学習会を開催しました。 
　TEENSPOST は、子どもの権利擁護とすべての子どもが
暴力から解放される社会づくりのために、10 代対象のレター
カウンセリングを開設し、大人に必要なセルフケアとコミュ
ニケーションの講演や各種プログラムを開講されています。
当法人でも TEENSPOST のレターカウンセリングのミニ冊
子を配架しています。
　　まず、きいて・もとめて・ちかづいて 12 の感情につい
て学びました。「さびしい、こわい、緊張する、はずかしい、
疲れた、不安、怒り、かなしい、好き、いや、楽しい、うれ
しい」とふだん何気なく使っている表現ですが、それぞれ一
つずつ読み解くと深い意味があり、 ことばの重みを感じまし
た。特に以下のネガティブに捉えがちな感情などは興味深く
聴きました。 
＊不安…期待をして先読みしている。期待とつり合ってない
と不安が大きい。 
＊怒り…欠かせない。赤ちゃんは健康だから泣く。歴史に残
るアメリカのキング牧師は怒りをエネルギーに活動できた。 
＊いや…ほどよい関係を作るのに距離をとることができる。 
　感情を認めることがまず大切。この時、子どもに対して注
意することは子どもの感情を無理に出させようとしないこ
と。大人によっては境界を壊してしまうこともあり、大人が
リテラシー持っていたら子どもと共に育んでいける、と話さ
れていて学びになりました。 
 
　次に 4 つの自己表現を学びアサーティブに伝える方法を考
えました。人はふだん着ぐるみをきていて、感情をかくして
防衛をしている。だからこじれやすい。 
●キレるステップ　「ギャオス」 
　自分の言い分を「あなたメッセージ」で一方的に相手にぶつけ
　る自己表現のステップ。相手との上下関係ができ、その結果、
　関係を壊しやすくなる。 

●タメるステップ　「オドオド」 
　相手より下に立ち、自分の気持ちを抑えて、相手次第でしたが
　う自己表現のステップ。ガマンすることで相手をコントロール。 

●コモるステップ　「ムッツリ」 
　表面的にはソフトだが、常に自分は正しいところに立って、穏
　やかなトーンの「あなたメッセージ」で相手に罪悪感を抱かせ、
　思い通りにコントロールしようとする自己表現のステップ。
　「ギャオス」「オドオド」がミックス。 

●しなやかステップ　「アサーティブ」
　自分の気持ちと相手の気持ちに誠実に耳を済ませ、お互いの気
　持ちを素直に、オープンに伝え合う自己表現のステップ。境界
　線をひくことで、もらいたいものはもらい、もらいたくないも
　のはもらわずに。 

CAP プロジェクトやお＊ NPO 法人 KAR ALIN 共同企画 

相手の感情との境界線〜支援者の心の手あて♡セルフケア
　話しを聞く中で、できることならア
サーティブに表現できたら！と思いま
した。 
　アサーティブに気持ちを伝えるレッ

るだけだと聞いて、意識してやって
みようと思います。こだわらずに伝
え方をやわらかく、やり直しを恐れ
ずに。自分の中にあるさまざまな気
持ちを味方にしてしなやかにチャレ
ンジしていきたいです。（ひろひろ）
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　2022 年度は、全国フォーラムが沖縄に決まってい

たので、KARALIN では、八尾から参加する活動に予

算を取り、関西ネットワークでも子ども会議への予算

がつき、5 月から子ども会議を始めてモチベーション

が高まりました。昨年の川崎フォーラムで現地参加し

たゆめパークが映画になったので、みんなで見に行っ

たり、沖縄に行く前には子ども会議と沖縄平和学習で

何度も集まりました。

　沖縄フォーラムでは、すごろくで分科会を持ちまし

たが、今年はユースと子どもたちだけで進行を担いま

した。生まれたばかりの子どもが幸せに生きるために

は何が必要か？と言う問いでスタートし、子どもの権

利条約について学んだあと、すごろくを体験しました。

子ども自身が進行役を担い参加者の皆さんと交流しな

がら、すごろくを通して条文を読み、コミュニケーショ

ンし、子どもの「なんでやねん！」に触れていき、最

後に、自分自身の「なんでやねん！」を考える時間を

持ちました。会場でリアルで集まった方々との交流を

とおして、子どもたちの自信にもつながりました。分

科会主催以外にも他の様々な企画に参加し、楽しんで

いたようです。延泊して参加した平和学習では、対馬

丸記念館やチビチリガマのフィールドワーク、佐喜真

美術館、ひめゆりの塔など見学に訪れ、戦争が奪った

子どもの命・権利について、事前学習で学んだことを

現地で肌で感じたようでした。

　とても濃い沖縄の旅を体験し、空港に帰ってきた子

どもは、また行きたーい！と叫んでいました。毎年同

じようなことをしている気もしてきますが、少しづつ

変化しています。2023 年度はすごろくの教材化に向

けた取り組みチームもできるようで、またいろんな活

動に発展するのかな〜っと、楽しみです。

＊すごろく分科会参加者の感想＊

あそびながら条約を学べる点、「なんでやねん！」と

つっこむところ、そして自分の「なんでやねん！」を

書くところが良かったという声が多かった。そして、

自分の団体や職場でやってみたいという声も多くて嬉

しかったです。

・子どもの権利条約すら、今日知ったのですが、子ど

もが幸せに生きていくためには、権利条約が大切と知っ

た。

・ポストイットに書き、貼って、グループの人に見ら

れたときの反応を知って、やっぱり理不尽なことだっ

たんだと再認識した。普段思ったことを言えない人に

とっては共感してくれる人がいるんだと安心できた 。

　

子どもの権利条約関西ネットワークへの参画

すごろく分科会の様子
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2022 年度　NPO 法人 KARALIN 活動報告

NPO 法人 KARALIN を支えてくださる方々

Special Thanks!

◆ワークショップ提供事業
●ハッピータイム
  （児童養護施設へのプログラム提供事業）
　全 10 回　のべ 65 人参加
●みんな活き活きプログラム（デートＤＶ予防）
　世界人権宣言八尾市実行委員会助成金にて
　八尾市立中学校 1 クラス
　八尾市立⼩学校 １クラス
● RE：プログラム
　～ちょっとでもいじめなくしたいプログラム～
　姫路市立中学校 14 校
　堺市立中学校　1 校
　八尾市立中学校　２校 　合計 17 校　59 クラス

正会員…中谷弘子 / 伊藤栄子 / 李ぽんみ /
松田直美 / 西川あり / 吉光裕美 / 川田久子 /
小田愛理 / 新開ちあき / 大谷眞砂子 /
田村名巳子 / 長尾葉子

活動会員…今岡久美子 / 伊藤康子 / 梶山恵美 /
熊谷賀奈 / 朴洋幸 / 金洋子 / 谷浦佳美 /
国分寺晶
賛助会員・個人…荷川取香奈 / 岩切佳織 /
矢幡久美子 / 阪本京子 / 赤穂眞由美 
                                      （順不同、敬称略）

賛助会員・団体…CAP プロジェクトやお /
NPO 法⼈ワークレッシュ / エンパワメント堺 /
NPO 法人トッカビ /NPO 法人 SEAN /
世界人権宣言八尾実行委員会

◆八尾市委託事業つどいの広場
●子育てひろば　からりん　
　開催日数 142 回　利用組数 のべ 809 組　
　保護者人数 のべ 815 人  子ども人数 のべ 911 人

◆どみそランド
　全 40 回開催
　水曜日クラス　５人　
　子育てひろばからりんにて開催

◆居場所事業
●１０代の居場所ちゃぽん　
　12 回開催　のべ 59 ⼈参加
●おとなの居場所よって⽊
　12 回開催　のべ 20 ⼈参加
●不登校 発達のあれこれ 
　こどもを育てる⼈たちの おしゃべり会
　11 回開催／オンライン 1 回開催  のべ 81 人参加

◆ KARALIN 学習会
　（世界人権宣言八尾実行委員会助成金事業）
2023 年 3 月 5 ⽇「相手の感情との境界線　支援者
のこころの手あて♡セルフケア」

◆ KARALIN のネットワーク活動
★ 2022 年度も昨年に引き続き、 FM ちゃおリーデ
ィングキャンペーン「⼦どもみらいポスト」パー
ソナリティーに参加しました。これまでの放送は
KARALIN のＨＰ「YouTubeFM ちゃお」から聞け
ますよ。
★ひゅーまんフェスタ 2022 参加
　11 月 18 日（金）、19 日（土）
　八尾市文化会館プリズムホール
　「こどもゆめパーク in やお」を開催しました。
★せじ〜ん 74（世界⼈権宣⾔記念フェスティバル）
　参加
　12 月 16 日（金）八尾市文化会館プリズムホール
　八尾市で子ども支援をしている団体と一緒にハン
　ドベルを演奏しました。

●子どもの権利条約や、体罰禁止の法改正について
の学習会。
　こども権利なんでやねん！すごろく　４回
　子育て支援講座（セミナー）　３回


